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９月は下水道普及促進月間です②
白鷹町文化交流センター設計業務④
平成18年度事業所・企業統計調査④
地区対抗駅伝競走大会⑤
第30回白鷹鮎まつり⑥
東北学生駅伝対校選手権大会⑪
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蚕桑地区レクリエーション大会　－　地元チームのために汗を流し、バナナをほお張り、みんなの笑顔を勝ち取りました。
　秋晴れとなった９月３日、蚕桑・鮎貝・荒砥地区で、レクレーション大会が行われました。保育園児からおじいちゃんおば
あちゃんまで、地域ごとのチームに分かれて体を動かしました。「食いだおれリレー」では、男女がペアになってカップラーメ
ンやバナナなどを口に押し込む姿に、会場からは終始笑い声が上がっていました。収穫の秋、地域の絆も収穫できました。
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融資あっ旋及び利子補給制度をご利用ください

①水洗トイレ等の改造（新築は除く）に要する資金の融資をあっ旋します。
　●限度額：120万円
　●償還期限：60カ月以内（元金均等償還）
②供用開始から３年以内の融資については、町がその利子の９割を補給します。
　３年を超えた工事については、融資あっ旋のみとなります。
（浄化槽については設置時の改造資金）

　公共下水道・農業集落排水の普及及び加入状況
　　　　　　　　　　　　　　　　（平成17年度末）

１．普及率
　①公共下水道　  54.7％（処理区域内人口9,150人／行政人口16,731人）
　②農業集落排水　8.2％（処理区域内人口1,374人／行政人口16,731人）
２．地区毎加入状況
　①公共下水道
　

　

　

　②農業集落排水

下水道マスコット・キャラクター
スイスイ

地 区 名 処理区域
内戸数 加入戸数 未加入戸数 加 入 率

蚕桑地区 245 163 82 66.5%

鮎貝地区 726 553 173 76.2%

荒砥地区 1,056 909 147 86.1%

十王地区 330 275 55 83.3%

鷹山地区 43 35 8 81.4%

東根地区 324 156 168 48.1%

合　　計 2,724 2,091 633 76.8%

地 区 名 処理区域
内戸数 加入戸数 未加入戸数 加 入 率

西高玉地区 133 110 23 82.7%
浅立地区 207 207 0 100.0%
合　　計 340 317 23 93.2%

　白鷹町の平成17年度末の各下水道関連加入者は、公共下水道7,081人、

農業集落排水1,298人、合併浄化槽1,767人で、合計10,146人の排水が処理

されています。これは町民16,731人の60.6％で、いまだ39.4％の汚水が処

理されずに流されています。

　清らかな水環境づくりと清潔で快適な生活をおくるために、１日も早く

下水道に加入くださるようお願いします。
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下水道の点検・清掃商法にご注意ください！
◆数年前から、町の委託を装って、家庭の汚水マスや下水管の清掃の契約を結ぼうとする業者が一
　般の家庭を訪問するケースが相次いでいます。町では、こうした点検・清掃を業者に依頼してい
　ません。
◆もし、排水設備の具合が悪い場合や、極端な汚れを発見したり悪臭などが発生した場合は、町の
　指定する下水道工事指定店にご相談ください。
◆もし、契約をした場合でも、契約から８日以内であれば、「クーリング・オフ制度」により無条件
　で解約できます。方法は、町民税務課くらし・環境推進係（☎85－6131）にご相談ください。
＊すでに作業に着手した場合、「クーリング・オフ制度」は適用となりませんのでご注意ください。

白鷹町の下水道整備について

　町では、公共用水域の水質保全を図り、合わせて生活環境の向上を図るため、平成20年を目標とした下水
道整備計画に基づき、４つの事業で全町下水道化を目指しています。

４つの事業とは
　①公共下水道事業（市街部とその周辺に隣接する区域）
　②農業集落排水事業（浅立地区・西高玉地区）
　③浄化槽設置整備事業（公共下水道・農業集落排水事業以外の区域で個人設置・個人管理）
　④個別排水処理施設整備事業
　（上水道水源の水質を守るため、地区を限定し、浄化槽を町が設置・管理する事業）
　　　○黒鴨・深山地区の一部　平成16年度で完了
　　　○高岡地区の一部　　　　平成17年度から19年度までの３カ年事業

下水道事業受益者負担金の猶予取り消しについて（下水道整備区域内）

　　下水道受益者負担金の徴収猶予を受けている土地で、その猶予の理由が消滅したときは、届出をお願い
　します。
　　＊「受益土地が農地その他これに準ずる土地」で負担金の徴収猶予を受けている土地が、
　　　　①台帳地目が宅地に変更なった場合
　　　　②現況が農地でなくなった場合は、
　　　受益者負担金の徴収猶予を取り消し、１㎡当り320円の受益者負担金を納めていただきます。

「よごすまい　鮎のふるさと　水洗化」

　　下水道・農業集落排水・浄化槽に関するお問い合わせ

　　　建設水道課下水道係（☎85－6138）
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８
月
22
日
、
白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
設
計
業
務
公
募
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
公
開
ヒ
ア
リ
ン
グ
及
び
公
募
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
委
員
会
２
次
審

査
会
が
開
催
さ
れ
、
設
計
者
が
特
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
開
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
提
案
が
あ
っ
た
５
者
か
ら
基
本
計
画
の
施

設
機
能
の
基
本
方
針
で
あ
る
「
文
化
・
交
流
・
人
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
に
設
計
者
の
創
造
力
・
技
術
力
・
経
験
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ

た
発
想
豊
か
な
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
審
査
会
が
開
催
さ
れ
、

各
審
査
委
員
が
審
査
し
た
提
案
者
５
者
に
対
し
て
評
価
点
を
５
段
階
で

設
定
し
、
評
価
点
の
集
計
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
株
式
会
社
本
間
利
雄
設
計
事
務
所
が
最
も
適
し
た
設
計

者
と
し
て
特
定
さ
れ
ま
し
た
。
町
は
、
株
式
会
社
本
間
利
雄
設
計
事
務

所
と
随
意
契
約
を
締
結
し
、
来
年
２
月
末
を
期
限
と
し
て
設
計
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

◇
提
案
を
い
た
だ
い
た
５
者
（
五
十
音
順
）

　

・
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式
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社
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設
計

　

・
株
式
会
社
地
域
空
間
研
究
所

　

・
株
式
会
社
羽
田
設
計
事
務
所

　

・
株
式
会
社
フ
ォ
レ
ス
ト
シ
ッ
プ

　

・
株
式
会
社
本
間
利
雄
設
計
事
務
所

　これからのまちづくりを考える基礎になります。

　平成18年度事業所・企業統計調査

　10月１日を期日として、全国一斉に「事業所・企業統計調査」を実施します。
　白鷹町内すべての事業所が対象となります。

　この調査は、全国すべての事業所を対象と
した、国の最も基本的な統計調査の一つで、
事業所や企業の産業、従業者規模などの構造
を明らかにすることを目的としています。

　調査員が調査票を持って皆さまの事業所を
お訪ねし、調査票の説明とともに調査票への
記入をお願いします。
　どうぞご協力ください。

　９月下旬から調査員がお伺いします。調査員は下記の「調査員証」を必ず携行しています。

基準日は平成18年10月１日（日）
■総務省統計局
■白鷹町総務課情報企画係（☎85－6121）

見　本

白
鷹
町
文
化
交
流
�
�
�
�
設
計
業
務

設
計
者
�
特
定
�
�
�
�
�
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白鷹町誕生52周年記念
地区対抗駅伝競走大会

　毎年盛大に開催している標記大会を、白鷹町誕生52周年を記念して開催します。選手へのご声援よろ
しくお願いします。
　毎年荒砥～大瀬中継所（図中　　　部）にて交通渋滞が発生しています。一般車輌、付近住民の皆さ
んへの迷惑となります。大会期間中はチーム関係車輌、応援車輌の通行を厳しく規制します。交通渋滞
の緩和にご協力ください。

10月８日（日）雨天決行
　開会式　午前８時30分、スタート　午前９時30分、閉会式　午後１時頃

＊大会開催中の交通安全にご協力お願いします。　　　　　　　　

■問い合わせ　教育委員会生涯学習・スポーツ推進係（☎85－6147）

1

12

23

4

5

6

7

8

9

10

11

13

14

15

神明町中継所

スタート･ゴール

森合中継所

内町中継所

鮎貝駅中継所

蚕桑中継所

大野中継所

東根中継所

菖蒲中継所

十王中継所

大瀬中継所

平田中継所

中山中継所

萩野中継所

区間及び距離
区間 走者 距離 コース 通過予想時刻

1 小学生  1.3 役場前～神明町 9時 34 分

2 一般  4.1 神明町～鮎貝小～森合 9時 46 分

3 フリー  1.8 森合～赤坂～内町 9時 52 分

4 小学生  1.3 内町～鮎貝駅前 9時 56 分

5 女子  1.7 鮎貝駅前～東田尻～蚕桑地区公民館 10 時 03 分

6 フリー  3.7 蚕桑地区公民館～蚕桑小～権現堂～大野 10 時 15 分

7 女子  2.3 大野～旧国道287 ～東根小 10 時 23 分

8 中学男  2.8 東根小～旧国道287 ～役場前 10 時 34 分

9 壮年  2.5 役場前～荒砥駅前～国道287 ～菖蒲 10 時 44 分

10 一般  6.0 菖蒲～佐野原～大瀬公民館 11 時 05 分

11 中学男  2.9 大瀬公民館～平田 11 時 17 分

12 フリー  3.6 平田～堀の内～中山公民館 11 時 31 分

13 一般  3.9 中山公民館～一本松～萩野 11 時 43 分

14 フリー  2.7 萩野～宝前町～よつば保育園 11 時 51 分

15 一般  2.2 よつば保育園～荒砥駅前～役場前 11 時 58 分

計 42.8
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　８月26日、蚕桑・鮎貝地区において、草
木塔・路傍の石仏・石塔めぐりが行われま
した。全国的に珍しい置賜地区特有の文化
である草木塔など、町内に点在する石塔・
石仏を巡るもので、白鷹学初の野外講座で
す。講師の江口儀雄さんから説明を受け、
参加者は、地域の人びとが力を合わせて生
きていた証ともなる石塔などについて学び
ました。身近な地域の史実を再発見した講
座、今後は川東地区でも開催する予定です。

先
人
�
�
�
祈
�
�
思
�
�
�
�

白
鷹
学
講
座�
民
族
信
仰 

草
木
塔
�
�
願
�
�

　８月５日、６日、パワーセンターを主会
場に、しらたか的音楽映画塾が行われまし
た。今年も音楽や映画関係者を迎え、涙あ
ふれる映画や笑顔いっぱいの自転車乗り、
肩を寄せ合ってのみそづくりなど、白鷹を
舞台に繰り広げられました。終盤には、ア
ジア国際音楽祭以来初という、小室等さん
と近藤房之助さんのセッションが行われ、
訪れた人びとを喜ばせました。スタッフの
皆さんのがんばりが光ったイベントでした。

映
画
�
夏
�
白
鷹
�
夏
�
手
�
�
�
�
夏

�
�
�
�
的
音
楽
映
画
塾
�
�
�
�

　８月15日、役場前で、白鷹町平和祈念事
業が行われました。これは、終戦60年が経
過し、未来の平和を願い誓いを新たにして
いこうと、昨年より実施しているものです。
今年成人式を迎えた小川勇喜さん（東根）
と児玉真美さん（蚕桑）が平和都市宣言を
読み上げ、また献花と折り鶴の献呈を行い
ました。安全で平和な社会の中でこそ、普
通の暮らしが実現できるということを確認
しました。

�
�
�
�
�
永
久
平
和
�
誓
�
�
�

白
鷹
町
平
和
祈
念
事
業　８月、町に防犯パトロール車が導入され

ました。これは、山形県防犯協会連合会よ
り譲渡いただいたもので、防犯のためのパ
トロールなど、安全安心の町を目指して活
用されます。屋根に付いた青い回転灯が目
印です。町民の皆さんの防犯パトロール車
ですので、見かけたときは気軽に手を振っ
てパトロールを応援してください。犯罪を
なくし、そして遭わないように一人ひとり
が注意し、住みよい地域にしましょう。

青
�
光
�
住
�
�
�
町
�
�
�
�

防
犯
�
�
�
�
�
車
�
町
内
�
巡
回
�
�
�

長
井
白
鷹
建
設
組
合
�

�
�
�
�
�
�
活
動

　

８
月
25
日
、
長
井
白
鷹
建
設
組

合
の
皆
さ
ん
が
町
内
小
学
校
と
長

井
市
の
施
設
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
組
合
で
は
、
組
合
員
の
技
術

を
生
か
し
、
地
域
貢
献
を
目
的
に

毎
年
公
共
施
設
な
ど
で
補
修
作
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
約
35
人
が
参
加
し
、
町

内
で
は
鮎
貝
・
荒
砥
・
東
根
小
学

校
で
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
東
根

小
学
校
で
は
５
人
の
組
合
員
が
、

チ
ャ
ボ
小
屋
扉
の
製
作
や
配
膳
室

棚
の
ス
テ
ン
レ
ス
板
の
固
定
、
体

育
館
の
格
子
窓
の
鉄
枠
固
定
な
ど

を
実
施
。
一
人
ひ
と
り
の
ま
さ
に

職
人
技
で
き
れ
い
に
手
早
く
、
子

ど
も
た
ち
の
安
全
の
た
め
に
と
危

険
個
所
を
修
繕
し
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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日
本
赤
十
字
社
�
�
�
�
�

�
寄
贈
�
�
�
�
�
�
�

　

日
本
赤
十
字
社
山
形
県
支
部
よ

り
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
１
台
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
心
停
止
し
た
心
臓

に
除
細
動
（
電
気
シ
ョ
ッ
ク
）
を

与
え
心
臓
の
拍
動
を
正
常
に
戻
す

救
命
器
具
で
す
。
救
急
現
場
に
居

合
わ
せ
た
一
般
の
か
た
で
も
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
使
っ
た
心
肺
蘇
生
法
を
行
う

こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

寄
贈
い
た
だ
い
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
現

在
、
中
央
公
民
館
事
務
室
に
設
置

し
て
い
ま
す
。

　

い
つ
で
も
無
事
故
を
願
い
た
い

も
の
で
す
が
、
近
年
増
加
す
る
突

然
死
に
対
処
で
き
る
よ
う
、
日
本

赤
十
字
社
な
ど
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
講
習

を
受
け
、
突
然
死
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。

　

８
月
15
日
、
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

で
白
鷹
町
成
人
式
が
行
わ
れ
、
２

２
４
人
の
若
者
が
新
成
人
と
な
り

ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
て
小
川
勇
喜

さ
ん
（
東
根
）
が
「
成
人
し
た
こ

と
を
自
覚
し
、
生
命
の
重
さ
を
尊

び
、
人
類
及
び
郷
土
の
発
展
の
た

め
全
力
を
尽
く
し
、
永
遠
の
平
和

と
繁
栄
を
強
く
希
求
し
ま
す
。」

と
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
成
人
を
代
表
し
て
横
澤

祐
太
さ
ん
（
蚕
桑
）
に
町
か
ら
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
成
人
祭
で
は
、
中
学

時
代
の
恩
師
を
お
招
き
し
、
久
し

ぶ
り
に
先
生
と
生
徒
に
戻
り
再
会

を
喜
び
合
い
ま
し
た
。
実
行
委
員

会
で
は
、
先
生
が
た
に
花
束
を
贈

り
、
さ
ら
に
成
人
式
の
記
念
ア
ル

バ
ム
も
お
贈
り
す
る
予
定
で
す
。

　

今
回
の
成
人
式
は
、
新
成
人
の

実
行
委
員
30
人
の
皆
さ
ん
に
よ
っ

て
２
カ
月
ほ
ど
前
か
ら
準
備
さ
れ
、

当
日
も
裏
方
の
運
営
に
回
っ
て
が

ん
ば
っ
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
参
加
し
た
皆
さ
ん
も
一
体
と

な
り
盛
り
あ
げ
た
成
人
式
は
、
ま

た
新
た
な
思
い
出
と
し
て
心
に
刻

ま
れ
、
力
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

大
人
�
�
�
�
新
�
�
旅
立
�

白
鷹
町
成
人
式
�
誓
�

花
菱
縫
製
�
白
鷹
工
場
�
�

車
�
�
�
寄
贈
�
�
�
�
�

�
�

　

８
月
29
日
、
花
菱
縫
製
㈱
白
鷹

工
場（
工
場
長　

堀
内
祐
一
さ
ん
）

よ
り
、
中
央
公
民
館
へ
車
い
す
１

台
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
白
鷹
町
の
た
め
に
使

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
同
工
場

か
ら
町
へ
寄
贈
い
た
だ
い
た
も
の

で
す
。

　

中
央
公
民
館
を
訪
れ
る
お
年
寄

り
や
足
の
不
自
由
な
か
た
の
た
め

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

青
木
邦
明
�
�
�
作
品
�
首

相
官
邸
�
陳
列
作
品
�
決
定

　

８
月
下
旬
よ
り
、
青
木
邦
明
さ

ん
（
蚕
桑
出
身
）
の
作
品
が
内
閣

総
理
大
臣
官
邸
に
陳
列
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
は
、
内
閣
総
理
大
臣
官
邸

に
日
展
作
家
の
絵
画
、
彫
刻
、
工

芸
美
術
、
絵
画
な
ど
の
作
品
が
装

飾
用
と
し
て
陳
列
さ
れ
る
も
の
で
、

官
邸
事
務
所
と
文
化
庁
が
２
年
前

か
ら
実
施
。
官
邸
内
の
ホ
ー
ル
、

総
理
大
臣
執
務
室
、
応
接
室
、
官

房
長
官
執
務
室
、
閣
議
室
な
ど
に

陳
列
さ
れ
、
一
年
間
、
国
の
役
職

の
か
た
が
た
の
目
に
触
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
日
展
か
ら
の
推
薦

に
よ
り
、
青
木
さ
ん
の
作
品
が
陳

列
さ
れ
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

青
木
さ
ん
は
、
蚕
桑
出
身
の
現

代
工
芸
作
家
で
、
滝
野
交
流
館
に

お
い
て
創
作
活
動
を
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
昨
年
よ
り
「
白

鷹
町
ふ
る
さ
と
交
流
大
使
」
と
し

て
、
町
の
情
報
発
信
や
ま
ち
づ
く

り
へ
の
助
言
な
ど
に
ご
協
力
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
陳
列
さ
れ
る
作
品
は
、
２

０
０
５
年
第
37
回
日
展
出
品
作
品

「
微
空
音
」（
下
記
写
真
）で
す
。
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去
る
８
月
６
日
、
上
山
市
蔵
王

坊
平
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス

に
お
い
て
、
第
９
回
山
形
県
ジ
ュ

ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会
・
第
31
回
蔵

王
坊
平
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

が
開
催
さ
れ
、
選
手
22
名
と
ス
タ

ッ
フ
、
保
護
者
で
臨
ん
だ
本
大
会
、

白
鷹
町
チ
ー
ム
は
今
夏
最
高
の
好

天
の
も
と
、
25
回
以
上
に
及
ぶ
練

習
の
成
果
を
十
二
分
に
発
揮
し
、

男
子
チ
ー
ム
総
合
14
位
、
女
子
チ

ー
ム
総
合
第
13
位
の
好
成
績
を
収

め
ま
し
た
。

　

一
方
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大

会
に
出
場
し
た
選
手
も
、
全
員
が

そ
れ
ぞ
れ
練
習
の
成
果
を
十
分
に

発
揮
し
て
く
れ
ま
し
た
。

大
会
当
日
の
厳
し
い
気
象
状
況
に

あ
っ
て
、
白
鷹
町
チ
ー
ム
の
全
員

が
最
後
ま
で
走
り
き
っ
た
こ
と
は
、

部
活
動
、
学
校
行
事
な
ど
と
練
習

会
参
加
を
両
立
し
、
２
カ
月
間
し

っ
か
り
と
研
鑚
を
積
ん
だ
結
果
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

ご
父
兄
の
皆
さ
ん
も
選
手
と
一

体
感
を
持
ち
、
大
会
当
日
参
加
で

き
な
っ
た
も
の
の
、
最
後
ま
で
練

習
会
に
参
加
し
続
け
た
選
手
の
分

ま
で
精
一
杯
が
ん
ば
る
姿
に
大
き

な
感
動
を
覚
え
て
い
た
よ
う
で
し

た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
は
今
大
会
ま
で

続
け
て
き
た
努
力
が
、
今
後
き
っ

と
実
を
結
ぶ
と
き
が
あ
る
こ
と
を

信
じ
、
白
鷹
町
チ
ー
ム
の
選
手
同

士
お
互
い
に
交
流
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
を
財
産
と
し
て
、

今
後
さ
ら
に
高
い
目
標
に
向
か
っ

て
進
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

関
係
者
の
皆
さ
ま
、
ご
支
援
く

だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
９
回
山
形
県
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会
・
第
31
回
蔵
王
坊
平
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
結
果

蔵
王
坊
平
高
原
に
爽
や
か
な
風
を
‥
‥

駅
伝
男
子
�
�
��

高
野�

光
選
手
�
鮎
貝
小
�
年
�区
間
賞
獲
得
�

山
形
県
�
�
�
�
駅
伝
競
走

大
会

●
男
子　

第
14
位
（
46
分
54
秒
）

１
区　

紺
野　
　

凌（
東
中
２
年
）

２
区　

押
切　

啓
介（
荒
砥
小
６
年
）

☆
区
間
第
４
位

３
区　

鈴
木　
　

拓（
西
中
２
年
）

４
区　

高
野　
　

光（
鮎
貝
小
６
年
）

☆
区
間
第
１
位

５
区　

紺
野　

圭
汰（
東
中
１
年
）

●
女
子　

第
13
位
（
53
分
51
秒
）

１
区　

髙
橋
あ
か
ね（
東
中
１
年
）

☆
区
間
第
５
位

２
区　

佐
藤　

優
香（
東
根
小
６
年
）

３
区　

山
口　

綾
菜（
西
中
２
年
）

４
区　

丸
川
あ
す
み（
蚕
桑
小
５
年
）

５
区　

関　
　

愛
衣（
西
中
２
年
）

蔵
王
坊
平
�
�
�
�
�
�
�

�
大
会

●
小
学
生
男
子
２
０
０
０
㍍

（
完
走
１
５
３
人
）

片
山　

鷹
士
（
蚕
桑
小
５
年
）

８
分
49
秒

遠
藤　

史
也
（
蚕
桑
小
６
年
）

８
分
57
秒

白
田　
　

光
（
鮎
貝
小
５
年
）

９
分
15
秒

 

●
小
学
生
女
子
２
０
０
０
㍍

（
完
走
１
５
７
人
）

相
馬　

祥
子
（
鮎
貝
小
６
年
）

９
分
10
秒

菅　

紗
也
佳
（
蚕
桑
小
６
年
）

９
分
24
秒

●
中
学
生
男
子
３
０
０
０
㍍

（
完
走
１
７
９
人
）

佐
竹　

貴
宏
（
東
中
２
年
）

12
分
７
秒

樋
口　
　

峻
（
西
中
２
年
）

12
分
36
秒

第
21
回
町
民
�
�
�
�
�
�

大
会
結
果

　
　
　

８
月
28
日
〜
31
日

　
　
　

白
鷹
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場

【
一
般
男
子
】

第
１
位　

桜
館
エ
リ
ー
ズ（
鮎
員
）

第
２
位　

町
下
（
東
根
）

第
３
位　

ミ
ラ
ク
ル
（
蚕
桑
）

【
一
般
女
子
】

第
１
位　

東
根
ト
シ
ち
ゃ
ん
ズ

第
２
位　

荒
砥

第
３
位　

鮎
員
レ
デ
ィ
ー
ス

【
壮
年
】

第
１
位　

鮎
員
Ａ

第
２
位　

西
中
ソ
フ
ト
保
護
者
会

第
３
位　

町
下
（
東
根
）
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第14回東北学生駅伝
対校選手権大会

　地域の皆さんへのお願い

・駅伝コースは下図のとおりです。主な交差点などに白線表示、看板設置します。
・駐車場、トイレ、水などはスポーツ公園内の施設を利用しますが、状況により地域の皆さんにご協力をお願いし
　なければならないこともあります。協力依頼があった場合には、ご支援とご協力をお願いします。
・駅伝コースで、特に選手が右折する交差点や見通しの悪い所では、お互いに十分気をつけて通行しましょう。
■問い合わせ　教育委員会生涯学習・スポーツ推進係（☎85－6147）

●スタート　女子午前８時、男子午前８時10分

●会　　場　白鷹町スポーツ公園及び周辺駅伝コース

●競技方法

　男子：駅伝方式（※）８区間 71キロ

　　　（１区８．５キロ、２区７キロ、３区８．５キロ、４区７キロ、５区12キロ、 ６区７キロ、７区７キロ、８区14キロ）

　女子：５キロタイムレースによる集計方式（５キロコースを１周）

※本大会は、白鷹町スポーツ公園をスタート・中継所・ゴールとし、周辺の駅伝コース（６㌔・７㌔・８.５㌔）で周回駅伝方
　式で実施します。周回駅伝方式とは、中継所を１カ所に固定して、区間エントリー選手が指定されたコースを周回し、　
　次の選手にタスキを引き継ぐ駅伝方式です。

　長距離選手の育成と白鷹町の活性化を図り、白鷹町を全国にアピールするために、「東北学生駅伝対校選手権大会」

を開催します。本大会は、11月に行われる秩父宮賜杯第38回全日本大学駅伝対校選手権大会、第24回全日本大学女

子駅伝対校選手権大会の東北代表選考会を兼ねる重要な大会です。

　地域の皆さんのご理解、ご協力をお願いします。

9/23（土：秋分の日）

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８.５Kmコース
７Kmコース
６Kmコース
５Kmコース

東北学生駅伝対校選手権大会 駅伝コース図

給水所A

新地公民館

山口公民館

菅酒店

笠松公民館

給水所C

蚕桑郵便局
 

給水所D

佐野地蔵尊

ファーストカーゴ

白鷹陽光学園

JA山形おきたま
カントリーエレベーター

JA山形おきたま 
蚕桑支店 

蚕桑小学校 

蚕桑地区公民館  

西中学校 

ニクニ 

三和製作所 

歩道走行区間

給水所B

不二サッシ 
しらたか

丸羽建設
WC

WC

白鷹高等専修学校

山形しあわせ銀行

鮎貝駅 

鮎貝地区公民館

WC

WC

WC 

WC 

WC 

池ノ端公園 

夫婦観音
中継・ 

Ｓ

Ｇ

残り約１km地点

残り約３km地点

鮎貝八幡宮

グレープ

白鷹町スポーツ公園

残り約２km地点
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荒
砥
高
校
開
放
講
座

　

県
立
荒
砥
高
校
は
、
昭
和
23
年

開
校
以
来
、
多
く
の
卒
業
生
を
輩

出
し
、
地
域
の
発
展
に
大
き
く
貢

献
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
よ
り
地
域
に
根
ざ

し
た
学
校
を
目
指
し
、
開
放
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
荒
砥
高
校
を
支
援
し

て
い
る
「
荒
砥
高
校
を
考
え
る
会
」

（
今
間
邦
雄
会
長
）
の
呼
び
か
け

に
応
え
、
早
速
全
教
員
か
ら
ア
イ

デ
ィ
ア
を
募
り
企
画
さ
れ
た
も
の

で
、
今
年
度
か
ら
２
年
間
で
全
教

科
全
教
員
に
よ
る
開
放
講
座
を
行

う
も
の
で
す
。

　

初
年
度
の
今
年
は
、
理
科
、
体

育
、
英
語
、
情
報
・
数
学
科
、
家

庭
科
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
が
講
師
を

務
め
、
小
学
生
親
子
を
対
象
と
し

た
菌
の
研
究
や
、
夫
婦
で
体
験
す

る
軽
ス
ポ
ー
ツ
、
本
格
フ
ラ
ン
ス

料
理
や
パ
ソ
コ
ン
講
座
、
な
か
な

か
学
ぶ
機
会
の
な
い
タ
ガ
ロ
グ
語

や
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
講

座
な
ど
、
多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー
で
６

講
座
、
計
10
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催

し
ま
す
。

　

講
座
の
詳
し
い
内
容
や
申
込
み

方
法
な
ど
「
広
報
し
ら
た
か
」
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

荒
砥
高
校
校
長
・
遠
藤
啓
司
先
生

か
ら
ひ
と
言

「
地
域
の
皆
さ
ま
に
感
謝
を
込
め

て
、
荒
砥
高
校
、
全
校
舎
・
施
設

を
開
放
し
、
教
員
全
員
が
と
も
に

学
び
合
い
、
稲
荷
台
に
さ
わ
や
か

で
明
る
い
交
流
の
風
が
吹
き
ま
す

こ
と
を
期
待
し
、
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ま
ど
う
ぞ
多
数
お

い
で
く
だ
さ
い
。」

荒砥高校開放講座予定表

No コース 日時 対象
詳細の
お知らせ

どんなことをするの

① 小学生のための
理科実験室

「菌は友だち」
☆２回シリーズ

10/６（金）
10/13（金）

小学生
親子

学校を通
じ案内

身の回りにある菌を採
集して観察しよう！
酵母菌や赤カビ、青カ
ビなどたくさんありま
す。中には役に立つ菌
もあるんだよ。

② 夫婦でスポーツ
「毎日の生活に
運動を取り入れ
よう」
☆２回シリーズ

11/10（金）
11/16（木）

40 ～ 60
代夫婦

10 月号 正しいウォーキング・
ストレッチや軽スポー
ツを体験 !
健康体力づくりに役立
ちます。ぜひ夫婦でご
参加ください。

③ パソコン教室
「年賀状をつく
ろう」
☆２回シリーズ

11/24（金）
12/１（金）

初心者 10 月号 今年の年賀状はパソコ
ンに挑戦 ! 
初心者のかたおいでく
ださい。

④ タガログ語を話
してみよう

12/８（金）小学生
以上

11 月号 荒砥高校の ALT（英語
指導助手）のルビー先
生（フィリピン出身）
の母国語を学ぼう

⑤ 料理教室「手軽
にフレンチ」

12/15（金）
午後６時
30分開会

一般 11 月号 いつもの食卓に本格フ
レンチをどうぞ！

⑥ 出前講座クロス
カントリースキ
ー技術講習
☆２回シリーズ
☆会場は白鷹ス
キー場

平成19年
１月中旬
２月中旬

小学生
以上

学校を通
じ案内

町民スキー大会にはベ
ストタイムをだそう！
実際にクロスカントリ
ーコースを利用しシミ
ュレーション。

＊⑤⑥以外はすべて午後７時開会、 午後９時終了予定。
＊⑥以外はすべて荒砥高校を会場。
＊受講料は無料ですが、 ③ ・⑤は実習材料費がかかります。
■お問い合わせは教育委員会生涯学習 ・ スポーツ推進係まで

（☎ 85 － 6147）

情
味
た
っ
ぷ
り
に
、
ま
っ
す
ぐ
に

描
か
れ
、「
縁
も
ゆ
か
り
」
も
な
い

他
人
同
士
が
心
を
通
じ
合
わ
せ
て

い
く
様
子
に
、
自
然
に
心
が
あ
た

た
か
く
な
る
映
画
で
す
。
２
０
０

６
年
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
「
最
優

秀
作
品
賞
」
の
受
賞
作
品
で
す
。

◆
い
つ　

10
月
14
日
（
土
）

①
小
中
学
生
と
家
族
対
象
（
午
後

　

の
部
）
午
後
２
時
〜
４
時
13
分

②
一
般
対
象
（
夜
の
部
）
午
後
６

　

時
30
分
〜
８
時
43
分

◆
会
場　

パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
白
鷹

◆
入
場
料　

入
場
は
無
料
で
す
が
、

入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

◆
入
場
整
理
券
取
り
扱
い

①
午
後
の
部　

教
育
委
員
会

②
夜
の
部
（
９
月
15
日（
金
）か
ら

　

配
布
）
教
育
委
員
会
、
中
央
公

　

民
館
、
各
地
区
公
民
館
、
パ
ワ

　

ー
セ
ン
タ
ー
白
鷹

▼
定
員　

各
２
１
６
人

▼
主
催　

白
鷹
学
講
座
企
画
委
員

会
・
白
鷹
町
教
育
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会

　

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

（
☎
85

－

６
１
４
７
）

文
化
庁
指
定　

平
成
18
年
度

　

子
ど
も
の
映
画
鑑
賞
普
及
事
業

白
鷹
学
講
座
パ
�
ト
４

映
画�
Ａ
Ｌ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｓ　

三
丁
目

の
夕
日
�
上
映
会

�
携
帯
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
楽
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

舞
台
は
昭
和
33
年
の
東
京
。
家

族
や
友
人
、
恋
人
と
い
う
周
り
の

人
た
ち
と
の
深
い
つ
な
が
り
が
人

●
白
鷹
学
講
座
パ
ー
ト
３「
し
ら
た
か
寄
席
」　

▼
９
月
18
日
（
月
・
祝
）
午
後
２
時
〜　

パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

前
売
券
好
評
発
売
中
！　

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
（
☎
85

－

６
１
４
７
）
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佳
作　

園
児
服　

金
の
卵
は
繭ま
ゆ

の
中　
　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

横
山　

陽
子

　

〃　

レ
ジ
で
待
つ
主
婦
の
意
識
の
一
円
貨　
　
　

十　

王　

川
部　

隆
雄

　

〃　

ま
っ
す
ぐ
に
歩
の
成
り
金
で
攻
め
一
手　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

　

〃　

手
の
ひ
ら
に
金
を
や
る
よ
り
愛
を
乗
せ　
　

荒
砥
乙　

大
滝　

栄
子

　

〃　

正
直
に
話
し
て
お
金
借
り
ら
れ
ず　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

　

〃　

勝
ち
抜
い
た
自じ

ふ負
を
笑
顔
の
金
バ
ッ
チ　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

　

〃　

汗
か
か
ぬ
金
儲も
う

け
に
あ
る
落
と
し
穴　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

と
も

　

〃　

シ
ル
バ
ー
を
金
の
卵
と
よ
ぶ
時
代　
　
　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

　

〃　

汗
キ
ラ
リ
光
る
嬉う
れ

し
い
初
給
与　
　
　
　
　

荒
砥
甲
五
十
公
野
か
を
る

　

〃　

思
い
や
り
と
絆
は
お
金
で
は
買
え
ぬ　
　
　

畔　

藤　

小
形　

よ
ね

　

〃　

喜
劇
だ
な　

金
の
力
に
操
ら
れ　
　
　
　
　

畔　

藤　

川
井　

千
代

　

〃　

年
金
で
食
べ
る
サ
ン
マ
が
鮎
に
見
え　
　
　

小
田
原　

井
上　

秀
雄

秀
逸　

大
判
の
ロ
マ
ン
が
眠
る
最
上
川　
　
　
　
　

高　

岡　

安
部　

柳
子

　

〃　

働
い
て
ば
か
り
お
金
に
縁
遠
く　
　
　
　
　

山　

口　

児
玉　

保
子

　

〃　

金
メ
ダ
ル
た
っ
た
一
つ
に
救
わ
れ
る　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

　

〃　

金
鉱
の
悲
話
を
土
産
に
持
た
す
佐
渡　
　
　

細　

野　

安
達　

昭
吾

　

〃　

晩
酌
を
手
に
年
金
の
有
り
難
味　
　
　
　
　

広　

野　

竹
田　

義
子

　

〃　

ふ
る
里
の
夢
は
黄
金
の
波
の
秋　
　
　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

　

〃　

同
じ
金　

心
一
つ
で
生
き
て
く
る　
　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

　

〃　

年
金
で
身
の
丈
に
合
う
小
旅
行　
　
　
　
　

横
田
尻　

金
田　

れ
ん

　

〃　

農
政
は
知
ら
ず
棚
田
の
黄
金
波　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

熊
坂　

鷹
史

　

〃　

背
伸
び
せ
ぬ
無
冠
の
妻
に
金
メ
ダ
ル　
　
　

貝　

生　

保
科　
　

務

五
客　

金
山
に
情
話
が
残
る
佐
渡
ケ
島　
　
　
　
　

高　

玉　

片
山　

時
美

　

〃　

土
愛
す
農
夫
が
誇
る
黄
金
の
穂　
　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

　

〃　

初
給
料　

少
し
ば
か
り
と
文ふ
み

添
え
て　
　
　

鮎　

貝　

五
十
公
野
忍

　

〃　

金
に
も
の
言
わ
せ
矢
印
ね
じ
曲
げ
る　
　
　

鮎　

貝　

土
屋　

文
香

　

〃　

糟そ
う
こ
う糠
の
妻
に
掛
け
た
い
金
メ
ダ
ル　
　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

人
位　

お
金
に
は
遠
い
愛
情
物
語　
　
　
　
　
　
　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

地
位　

金
塊
に
と
ん
と
無
縁
な
鍬く
わ

洗
う　
　
　
　
　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

天
位　

億
の
金　

こ
れ
も
一
円
か
ら
の
こ
と　
　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

　

軸　

や
が
て
来
る
終し
ゅ
う
え
ん焉

の
金
ま
だ
足
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
兎

次
回
課
題　

「
駅
」　

九
月
末
日
ま
で　

「
年
」　

十
月
末
日
ま
で

一
題
三
句
は
が
き
に
て　

届
先　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
九
四　

菊
地
克
二
ま
で

�
町
報
川
柳
�　　

金　
　
　
　

高
橋　

白
兎　

選

ぼくは、王様

３歳児のＡくんが粘土遊びで

Ａくん「これはぼくのお城。ぼくは　
　　お城の王様！」

保育士「ママは？」
Ａくん「ママは、お城のお姫様！」
保育士「じゃあ、お姉ちゃんは？」
Ａくん「お姉ちゃんもお姫様！」
保育士「パパは？」
Ａくん「うーん、パパは、けらい！」
残念！お父さんはけらいですから…

Ａ子さん「動物園に行ってきたよ。動
　　　物が…はなしがいになってるん

　　　だよ。」

Ｂ子さん「えー。動物と話できるの？」
保育士「話ができるんじゃなく、は・
　　　な・し・が・いになってるの。」

Ｂ子さん「じゃ、わたし行かない。」
保育士「どうして？」
Ｂ子さん「だって、ライオンに食べら
　　　れちゃうもん。」

かんちがい

あらと保育園

つぶ
やき

つぶ
やき

９/21（木）～30（土）は「秋の交通安全県民運動」

　日没が早まる秋以降は、夕暮れのときから夜間にかけての交通事故が多発します。一人ひとりが気を
引き締めて、交通安全・交通事故防止に努めましょう。

◆運動の基本　高齢者の交通事故防止
◆運動の重点
　１　夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止（特に、子どもと高齢者を中心として）
　２　交通マナーアップによる交差点・道路横断時の交通事故防止
　３　後部座席を含むシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

秋の交通安全県民運動期間中の具体的行動

～一人ひとりの交通マナーアップが事故を防ぎます～

　　　　　　○交差点では「観る・知らせる・やさしい運転」の実践
　　　　　　　※人や車の動きをよく観察し、早めの合図と人にやさしい運転で事故防止
　　　　　　○夜間、自分の姿を見せることが安全『必ずつけよう　反射材』
　　　　　　○後部座席同乗者にも『しっかりシートベルトとチャイルドシート』

　■問い合わせ　役場総務課　生活安全係（☎85－6122）
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“元気ニコニコしらたか21”を町民と行政が協働で推進しています！（元気ニコニコ推進会議）

元気ニコニコ

しらたか21

元気ニコニコ

しらたか21

ニコニコ掲示板
＜60代を元気に過ごすための健
康教室＞が始まりました。７月
26日、荒砥地区公民館でメンタ
ルヘルス講師・我妻淳一さんの
記念講演「ピンコロ人生泣き笑
い～笑いは心のビタミン剤」が
行われました。12月まで月１回
程度開催します。元気になる教
室です。ぜひご参加ください。
来月は＜高齢者編＞
「楽しみや生きがいのある暮ら
し」をテーマに情報発信しま
す。お楽しみに。

みんなで元気に暮らしたい…

いっぱい遊んで元気に育つ

今月の？数字

いっぱい遊んで元気に育つには、安心して外でのびのびと遊ぶことが
大切です。それはたとえば、地域の中でのびのびと外遊びをしている
暮らしです。

○95.1%＝Ｈ15年に行った元気ニコニコしらたか21
　のアンケートで、「友達と外で元気良く遊ぶ」と答
　えた子どもの割合です。
○100%＝Ｈ22年には、すべての子どもたちがたく
　さんの友だちと元気に外で遊んでいる姿が見られ
　るよう、みんなで力を合わせていきたいものです。
　健康で安全な白鷹町をつくりましょう！

外  遊  び
遊びは子どもにとって大切な薬です！

　子どもの遊びは、子どもに楽しさを与え
るだけでなく、運動能力を高め知覚やこと
ばの獲得にも大いに役立ちます。子どもの
健康な暮らしのためには欠かせません。こ
のような、子どもにとって大変重要な遊び
がかなり変化しています。最近はテレビゲ
ームなどの普及や少子化で一人遊びや屋内
遊びが増えています。昔は集団遊びが主で、
遊び場は学校のグラウンドや神社、田んぼ
や山などで、外遊びがほとんどでした。外
遊びで体力がつき、集団で遊ぶことで社会
性が向上します。自然に恵まれた白鷹町で
は、いっぱい外遊びをさせたいものです。
　子どもの外遊びについて、地域での取り
組みを紹介します。
　蚕桑地区公民館では、「わんぱくウォッチ
ング」活動の一環として、チョウセンアカ
シジミの観察会を開催しました。子どもた
ちは自然にふれあい、チョウを見つけ歓声
を上げました。他の地区公民館も子どもが
外で元気に活動できる事業を展開していま
す。

95.1％　　 100％

 子どもの
健康づくり

白鷹町健康増進計画

わが子を守る命のベルト

もしも、事故が起きてしまったとき
にチャイルドシート・ジュニアシー
トを着用していなかったら･･･

ワーすごーい！

子どもたちが安心して外遊びができる
ように、交通安全はじめ、地域の防犯
活動も推進しましょう！

　６歳以上との理由で、大人用のシ
ートベルトをしている子どもさんを
見かけます。しかし、大人と６歳児
では体の大きさが全然違います。正
しい位置にシートベルトが着用され
ず、大変危険な状態です。肩抜き着
用やベルトで側首部を圧迫して着用
していた場合に、内臓破裂などによ
り命を落とした例もあります。年齢
ではなく、個人に合った正しいシー
トベルトの着用を心がけましょう。

非着用では致死率がおよそ６倍！
☆チャイルドシートを着用していない
子どもは、着用している子どもに比べ、
致死率がおよそ６倍になっています。

■幼児のチャイルドシート
　着用有無別致死率
※四輪自動車乗車中
　に限る
※幼児：６歳以下
※致死率：死者数を
　死傷者数で割返し
　たもの

▼

チョウセンアカシジミ観察会
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物
忘
れ﹇
ご
は
ん
は
ま
だ
で
す
か
﹈

●
ポ
イ
ン
ト　

話
題
を
変
え
、「
忘

れ
る
こ
と
」
を
利
用
す
る

　

つ
い
今
し
が
た
食
べ
た
ば
か
り

な
の
に
、
食
事
を
し
た
こ
と
自
体

を
忘
れ
て
し
ま
い
催
促
す
る
と
い

う
の
は
、
よ
く
あ
る
症
状
で
す
。

「
さ
っ
き
食
べ
た
で
し
ょ
う
」
と

言
っ
て
も
「
わ
た
し
は
食
べ
て
い

ま
せ
ん
」
と
反
感
を
持
た
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
ま
た
は
「
自
分
た
ち

だ
け
食
べ
て
わ
た
し
に
は
食
べ
さ

せ
て
く
れ
な
い
」
と
い
う
被
害
妄

想
的
な
感
情
を
抱
き
か
ね
ま
せ
ん
。

＊
具
体
策
１
／
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
待
�
�
�
�
�
�
�
�
言

�
�
�
待
�
�
�
�
�
�
�
忘
�

�
�
�
�
�
�
一
�
�
方
法
�
�
�

＊
具
体
策
２
／
�
�
�
�
�
口
寂

�
�
�
�
�
自
分
�
好
�
�
�
�

�
食
�
�
�
�
�
�
�
�
�
不
満

�
�
�
�
言
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
本
人
�
好
�
�
果
物

�
�
菓
子
�
�
�
用
意
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

機
嫌
�
良
�
�
�
�
�
方
�
�
�

�
�
�

 

妄
想﹇
財
布
を
盗
ま
れ
た
﹈

●
ポ
イ
ン
ト　

同
じ
感
情
を
共
有

し
て
、
味
方
に
な
る

　

大
切
な
も
の
を
な
く
さ
な
い
よ

う
に
ど
こ
か
に
し
ま
い
、
そ
の
ま

ま
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
い
ざ
使
お
う
と
思
っ
た
ら
そ

れ
が
な
い
の
で
、「
誰
か
が
と
っ
た

に
違
い
な
い
」
と
疑
う
の
で
す
。

こ
の
場
合
は
、「
わ
た
し
で
は
な
い

よ
」
と
言
っ
て
も
「
自
分
が
と
っ

た
と
言
う
泥
棒
は
い
な
い
」
と
な

り
ま
す
。

＊
具
体
策
１
／
�
�
�
�
困
�
�

�
�
一
緒
�
探
�
�
�
�
一
緒
�

探
�
�
�
�
�
�

＊
具
体
策
２
／
見
�
�
�
�
�
�

�
�
家
族
�
見
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
盗
�
�
�
�
�
�

言
�
�
�
�
�
�
�
�
�
見
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
探

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
導
�
�
�

自
分
�
見
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
良
�
�
�
�
�
�
喜
�
�

分
�
�
合
�
�
�
�
�
�

介護ワンポイントアドバイス
地域包括支援センター TEL86-0112

環
境
�
�
�
�

前
年
対
比
��
横
�
�
�
�

　

〜
町
民
一
人
当
た
り
の

ご
み
の
排
出
量
〜

　

平
成
17
年
度
に
白
鷹
町
内
で

排
出
さ
れ
た
ご
み
の
量
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
。
町
内
全
体
の
家

庭
か
ら
排
出
さ
れ
た
ご
み
の
量

は
、
人
口
の
減
少
も
あ
り
昨
年

よ
り
若
干
減
少
し
、
２
３
９
６

㌧
（
可
燃
・
不
燃
・
粗
大
・
プ

ラ
・
ペ
ッ
ト
）
と
い
う
数
値
で

し
た
が
、
一
人
１
日
当
た
り
の

排
出
量
で
比
較
し
て
み
る
と
、

昨
年
度
と
同
量
の
３
９
２
㌘
と

い
う
結
果
で
し
た
。
平
成
11
年

度
以
来
、
増
え
続
け
て
い
た
ご

み
の
量
が
横
ば
い
と
な
り
、
ご

み
減
量
に
向
け
て
の
第
一
歩
が

よ
う
や
く
踏
み
出
せ
た
気
が
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
税
務
課　

く
ら
し
・
環
境
推
進
係
（
☎
85

－

６
１
３
１
）

☆
敬
老
の
日
の
ご
み
収
集

　

９
月
18
日（
月
・
敬
老
の
日
）

は
、
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
ど
お
り

の
収
集
を
行
い
ま
す
。

白鷹町の年間ごみ排出量と1人1日当たりの
生活系ごみ排出量 (可燃･不燃･粗大・プラ･ペット)

278

343

261

308 318
328

373
392 392

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

H９ H１０ H１１ H１２ H１３ H１４ H１５ H１６ H１７ （年度）

排出量(ｔ)

50

150

250

350

(ｇ)

生活系可燃

生活系不燃

ﾌﾟﾗ・ﾍﾟｯﾄ

事業系可燃

事業系不燃

１人１日(ｇ)

パソコン講習会（９月）
期日 時間 コース 内容 受講料

９月 25 日 （月）
26 日 （火）
27 日 （水）

午後１時 30 分
～３時 30 分

（合計６時間）

パソコン入門

文字入力コース

パソコン初心者向けのコースです。パソコンを始める

なら、まずは文字入力ができることが必要です。そこ

で今回は集中的に６時間文字入力をやってみましょう。

3,000 円

◆会場　白鷹町総合情報センター（パワーセンター隣接）

◆受講料　3,000 円　　◆テキスト代　1,050 円

◆申込・問い合わせ　白鷹町総合情報センター（☎86 － 0151）

◆お願い　受講途中に、退席されても受講料とテキスト代は返金できませんのでご了承ください。

＊毎月第 4土曜日は、情報センターの無料開放日！　午後１時～４時までどなたでもご利用いただけます。
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催　し

元
気
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

▼
い
つ　

10
月
15
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
集
合

▼
集
合
場
所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
前

▼
コ
ー
ス　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

〜（
バ
ス
）〜
南
陽
市
放
牧
場
〜
白

鷹
山
雨
量
レ
ー
ダ
ー
〜
白
鷹
ス
キ

ー
場
〜（
バ
ス
）〜
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー

▼
内
容　

南
陽
市
放
牧
場
か
ら
紅

葉
の
白
鷹
山
を
ゆ
っ
く
り
白
鷹
ス

キ
ー
場
ま
で
歩
き
、
到
着
後
、
ま

ぁ
・
ど
ん
な
会
の
芋
煮
を
味
わ
い

ま
す
。

▼
参
加
費
用　

２
０
０
０
円
（
芋

煮
会
費
、
交
通
費
代
）

＊
申
し
込
み
は
、
元
気
ニ
コ
ニ
コ

推
進
会
議
事
務
局
ま
で
。

■
問
い
合
わ
せ　

元
気
ニ
コ
ニ
コ

推
進
会
議
事
務
局
（
健
康
福
祉
課

健
康
推
進
係
・
☎
86

－

０
２
１
０
）

最
上
川
�
�
�
�
�
町
民
�
�

�
�
�
�
大
会
�
�
�
煮
会

▼
い
つ　

10
月
１
日
（
日
）
午
前

９
時
（
集
合
）
〜
午
後
２
時

▼
集
合
場
所　

荒
砥
駅

▼
コ
ー
ス　

荒
砥
駅
〜
黒
滝
神
社

〜
つ
ぶ
て
石
〜
ヤ
ナ
場
展
望
台
〜

あ
ゆ
茶
屋
（
昼
食
＝
い
も
煮
会
）

▼
対
象　

往
復
約
８
㌔
２
時
間
程

度
の
散
策
が
で
き
る
か
た

▼
申
込
方
法　

電
話
か
直
接
、
産

業
振
興
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

▼
締
め
切
り　

９
月
29
日
（
金
）

▼
主
催　

白
鷹
町
・
最
上
川
フ
ッ

ト
パ
ス
利
用
推
進
協
議
会

※
会
費
等
、
詳
細
は
広
報
９
月
22

日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

産
業
振

興
課
観
光
交
流
係
（
☎
85

－

６
１

３
６
）

白
鷹
町
公
立
保
育
園
運
動
会
�

�
�
案
内

　

白
鷹
町
の
公
立
保
育
園
で
は
、

次
の
と
お
り
運
動
会
を
行
い
ま
す
。

来
年
度
、
３
歳
児
・
４
歳
児
に
入

園
予
定
の
お
子
さ
ん
は
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

９
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
10
時

▼
ど
こ
で（
カ
ッ
コ
内
は
雨
天
時
）

○
こ
ぐ
わ
保
育
園
庭
（
蚕
桑
小
学

　

校
体
育
館
）

○
あ
ゆ
か
い
保
育
園
庭
（
鮎
貝
小

　

学
校
体
育
館
）

○
よ
つ
ば
保
育
園
庭（
山
峡
体
育
館
）

○
ひ
が
し
ね
保
育
園
庭
（
東
根
小

　

学
校
体
育
館
）

▼
対
象
児　

来
年
度
、
３
歳
児
・

４
歳
児
に
入
園
予
定
の
お
子
さ
ん

※
そ
の
他
競
技
の
内
容
は
各
園
で

違
い
ま
す
が
、
簡
単
に
で
き
る
も

の
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

○
こ
ぐ
わ
（
☎
85

－

５
４
０
９
）

○
あ
ゆ
か
い（
☎
85

－

２
３
６
９
）

○
よ
つ
ば
（
☎
85

－

０
０
８
４
）

○
ひ
が
し
ね（
☎
85

－

５
２
１
８
）

�
�
�
保
育
園
運
動
会
�
�
参

加
�
�
案
内

　

来
年
入
園
予
定
の
皆
さ
ん
、
楽

し
い
運
動
会
で
元
気
よ
く
走
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▼
い
つ　

９
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
20
分
〜

▼
ど
こ
で　

あ
ら
と
保
育
園
園
庭

（
雨
天
荒
小
体
育
館
）

＊
入
場
門
付
近
に
集
合
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
児　

来
年
度
あ
ら
と
保
育

園
３
・
４
歳
児
に
入
園
予
定
の
お

子
さ
ん

▼
種
目
「
こ
っ
ち
に
お
い
で
未
就

園
児
！
」（
お
う
ち
の
か
た
と
一
緒

に
走
り
ま
す
）

＊
見
学
は
ど
な
た
で
も
自
由
で
す

　

の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

あ
ら
と
保
育
園

（
☎
85

－

３
１
６
０
）

愛
犬
�
�
�
方
教
室

▼
い
つ　

10
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

▼
ど
こ
で　

南
陽
市
民
体
育
館
北

側
駐
車
場

▼
内
容　

実
技
講
習
「
愛
犬
の
し

つ
け
方
」、獣
医
師
に
よ
る
「
犬
の

健
康
相
談
」

▼
参
加
要
件

①
年
齢　

生
後
４
カ
月
齢
以
上
の

　

犬
＊
日
本
犬
は
１
歳
ま
で
、
そ
の
他

　

の
犬
３
歳
ま
で
。

②
ワ
ク
チ
ン
接
種
狂
犬
病
及
び
混

　

合
ワ
ク
チ
ン
を
過
去
１
カ
年
以

　

内
に
接
種
し
て
い
る
こ
と
。

③
登
録
が
さ
れ
て
い
る
犬
で
あ
る

　

こ
と
。

④
人
や
ほ
か
の
動
物
に
対
し
て
、

　

か
み
癖
が
な
い
こ
と
。

▼
参
加
頭
数　

約
50
頭

▼
参
加
費　

１
５
０
０
円
／
頭

▼
締
め
切
り　

９
月
29
日
（
金
）

＊
50
頭
に
な
り
次
第
締
め
切
り

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

置
賜
保

健
所
生
活
衛
生
課
乳
肉
衛
生
管
理

担
当
（
☎
０
２
３
８

－

22

－

３
７

５
０
）

�
�
�
�
�
秋
�
�
�

�

食
�
物
産
感
謝
市

�

　

置
賜
地
方
や
近
隣
県
の
う
ま
い

も
の
が
勢
ぞ
ろ
い
し
ま
す
。
お
き

た
ま
の
秋
を
満
喫
で
き
る
年
に
一

度
の
大
収
穫
祭
で
す
。

▼
い
つ　

９
月
23
日
（
土
）
〜
24

日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▼
ど
こ
で　

伝
国
の
杜（
米
沢
市
）

▼
内
容

◎
豪
華
ブ
ラ
ン
ド
牛
串
食
べ
比
べ

◎
メ
ン
・
メ
ン
・
メ
ン
対
決
３
本

　

勝
負

◎
吹
奏
楽
コ
ン
サ
ー
ト

◎
お
隣
県
か
ら
の
美
味
い
も
の
コ

　

ー
ナ
ー

◎
手
づ
く
り
体
験
コ
ー
ナ
ー

◎
地
酒
・
ワ
イ
ン
コ
ー
ナ
ー

◎
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
コ
ー
ナ
ー
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の
前
川
孝
子
さ
ん
の
体
験
談
に
よ

る
講
演
や
障
害
者
雇
用
に
つ
な
が

る
研
修
風
景
の
紹
介
、
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
。

■
問
い
合
わ
せ　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
お
き
た
ま（
☎
88

－

５
３
５
７
）

平
成
18
年
度
置
賜
地
域
男
女
共

同
参
画
講
座
in
�
�
�
�

　

男
女
が
と
も
に
支
え
合
う
21
世

紀
の
豊
か
な
社
会
を
創
造
す
る
た

め
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

の
重
要
性
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

▼
い
つ　

10
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

▼
ど
こ
で　

米
沢
市
置
賜
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

①
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

・
山
上
学
話
会
「
山
上
一
刀
流
剣

　

舞
」

・
ソ
ウ
ル
シ
ェ
イ
カ
ー
ズ
「
ゴ
ス

　

ペ
ル
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」

②
講
演
会

　

演
題
「
自
分
を
生
き
る
・
ド
ラ

　

マ
の
世
界
に
み
る
女
性
た
ち
に
」

　

講
師　

小
林
由
紀
子
さ
ん
（
リ

　

ス
プ
ラ
ン
社
長
、
ド
ラ
マ
プ
ロ

　

デ
ュ
ー
サ
ー
）

③
男
女
共
同
参
画
の
活
動
啓
蒙
パ

　

ネ
ル
の
展
示

▼
対
象　

一
般
住
民
３
０
０
人

▼
入
場
料　

無
料

＊
た
だ
し
、
入
場
整
理
券
が
必
要

　

で
す
。
米
沢
市
置
賜
総
合
文
化

　

セ
ン
タ
ー
、
米
沢
市
役
所
１
階

　

総
合
案
内
、
３
階
ま
ち
づ
く
り

　

推
進
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

＊
臨
時
託
児
所
を
設
置
し
ま
す

（
事
前
申
込
制
）。

■
問
い
合
わ
せ　

米
沢
市
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
（
☎
０
２
３
８

－

22

－

５
１
１
１
）

赤
十
字
救
急
法
�
�
�
講
習
会

　

心
停
止
を
起
こ
し
た
急
病
人
に

対
す
る
救
急
手
当
と
し
て
有
効
な

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
機
）

を
よ
り
多
く
の
か
た
が
た
に
理
解

い
た
だ
き
、
そ
の
具
体
的
な
使
用

法
を
習
得
し
て
い
た
だ
く
講
習
会

で
す
。

▼
い
つ　

９
月
15
日
（
金
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
30
分

▼
ど
こ
で　

長
井
市
生
涯
学
習
プ

ラ
ザ

▼
内
容　

学
科
、
実
技
、
評
価

（
合
格
者
に
は
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
受

講
証
」
を
交
付
）

▼
受
講
料　

１
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
、
教
材
代
、
消
耗
品
代
、

保
険
料
込
）

＊
当
日
集
金
し
ま
す
。

▼
対
象
者　

満
15
歳
以
上
（
定
員

30
人
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

▼
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ウ
エ
ア
等

＊
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

日
本
赤

十
字
社
山
形
県
支
部
（
☎
０
２
３

－

６
４
１

－

１
３
５
３
）

第
�
回
郷
土
�
自
然
�
学
�

�
置
賜
盆
地
�
活
断
層
�

▼
い
つ　

10
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▼
集
合
場
所　

飯
豊
少
年
自
然
の
家

▼
内
容　

活
断
層
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
、
実
地
検
分
（
活
断
層
の
測

量
体
験
な
ど
）
を
通
し
て
そ
の
特

徴
と
防
災
方
法
な
ど
を
学
び
ま
す
。

▼
講
師　

八
木
浩
司
さ
ん
（
山
形

大
学
地
域
教
育
文
化
学
部
教
授
）

▼
コ
ー
ス　

自
然
の
家
↓
白
鷹
町

↓
長
井
市
縄
文
村
↓
長
井
市
平
野

（
測
量
体
験
）
↓
自
然
の
家
（
昼

食
）
↓
米
沢
市
館
山
↓
南
陽
市
赤

湯
↓
自
然
の
家

▼
対
象　

一
般
成
人
20
人

▼
参
加
費　

７
０
０
円
（
昼
食
費

・
保
険
料
等
）

▼
持
ち
物　

飲
料
水
、
筆
記
用
具
、

雨
具
等

▼
申
込
方
法　

電
話
で
受
け
付
け

ま
す（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽

選
）

▼
締
め
切
り　

９
月
20
日
（
水
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
県

青
年
の
家
研
修
課
（
☎
０
２
３

－

６
５
４

－

４
５
４
５
）

希
望
�
丘
文
化
祭

▼
い
つ　

10
月
１
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

コ
ロ
ニ
ー
希
望
が
丘

体
育
館
（
川
西
町
）

▼
内
容　

表
彰
式
、
作
品
展
示
、

授
産
製
品
販
売
、
乗
馬
コ
ー
ナ
ー
、

歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど

▼
参
加
者　

利
用
者
、
保
護
者
、

地
域
住
民
、
職
員
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ　

希
望
が
丘
文
化

祭
事
務
局
（
☎
０
２
３
８

－

46

－

３
１
０
２
）

◎
温
泉
活
用
・
健
康
体
験
コ
ー
ナ

　

ー
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

米
沢
観
光
物
産

協
会
（
☎
０
２
３
８

－

21

－

６
２

２
６
）

第
�
回
地
域
生
活
支
援
�
�
�

�
in
�
�
�
�

▼
い
つ　

10
月
15
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
（
受

付
午
前
９
時
）

▼
ど
こ
で　

タ
ス
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

（
長
井
市
）

▼
費
用　

参
加
費
１
０
０
０
円

（
資
料
代
含
む
）、昼
食
代
１
０
０

０
円
（
希
望
者
）

▼
内
容　

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

●
裁
判
所
見
学
会　

�
�
��

10
月
�
日
�
木
�
午
後
�
時
30
分
�
午
後
�
時�

�
�
�
��

山
形
地
方
�
家
庭
裁
判
所
米
沢
支
部�

�
内
容�

刑
事
裁
判
傍
聴
�
裁
判
手
続
説
明
�

裁
判
員
制
度
説
明
�
庁
舎
内
見
学
�
��

�
定
員�

30
人
�
先
着
順
�
�
申
込
�
問
�
合
�
��

山
形
地
方
裁
判
所
米
沢
支
部
庶
務
課
�
☎
�
�
�
�

�

22

�

�
�
�
�
�

に注意！
　最近、白鷹町では、熊がたびたび目撃され、
農作物や果樹などが荒らされるなど、熊によ
る被害も相次いでいます。
　今年町内では多くの熊の目撃情報があり、
実際６頭が捕獲されました（９月５日現在）。
　熊は、一般的に人間に対し警戒心が強い動
物といわれ、めったに里に下りてくることは
ありませんでした。しかし最近では、山形県
内の里でもたびたび熊が目撃されるようにな
ってきています。
　山沿いの畑や山林に入るときは、十分に気
を付けましょう。
■問い合わせ　
　産業振興課　みどりの郷推進係

　（☎85－6125）

熊
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町
営
住
宅
�
柏
原
住
宅
�
号
棟
�

入
居
者
募
集

▼
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
箕
和
田

１
２
６
１
〜
43

▼
募
集
戸
数　

一
般
用
１
戸
（
木

造
平
屋
・
一
戸
建
）

▼
間
取
り　

３
Ｄ
Ｋ
（
８
＋
８
＋

６
畳
＋
台
所
＋
浴
室
）

▼
家
賃　

月
額
１
万
９
６
０
０
円

〜
４
万
３
２
０
０
円

＊
所
得
額
等
に
よ
り
家
賃
が
異
な

　

り
ま
す
。

▼
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▼
応
募
期
間　

９
月
12
日
（
火
）

〜
22
日
（
金
）

▼
入
居
可
能
日　

10
月
中
旬

▼
入
居
資
格　

住
宅
困
窮
者
で
、

入
居
す
る
世
帯
の
収
入
が
公
営
住

宅
法
の
基
準
以
下
で
、
同
居
す
る

親
族
が
い
る
か
た

※
お
問
い
合
わ
せ
や
来
庁
さ
れ
る

場
合
は
、
源
泉
徴
収
票
な
ど
の
所

得
が
わ
か
る
も
の
を
ご
準
備
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
管

理
係
（
☎
85

－

６
１
４
０
）

�
�
�
�
�
�
�
�
米
�
�
�

�
�
�
�
�

▼
参
加
区
分　

「
平
坦　

は
え
ぬ
き
の
部
」

「
平
坦　

一
般
の
部
」

「
中
山
間
・
山
間
の
部
」

＊
「
平
坦
部
」
は
標
高
２
５
０
ｍ

　

未
満
、「
中
山
間
・
山
間
部
」
は

　

標
高
２
５
０
ｍ
以
上

▼
審
査
方
法

①
１
次　

栽
培
履
歴
の
書
類
審
査

②
２
次　

食
味
計
等
を
用
い
た
食

　

味
成
分
審
査
（
参
加
区
分
ご
と

　

上
位
５
検
体
を
選
出
。）

③
最
終　

審
査
委
員
に
よ
る
食
べ

　

く
ら
べ
に
よ
る
審
査

▼
申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
栽
培
履
歴
・
玄
米

３
０
０
㌘
を
添
え
、
役
場
産
業
振

興
課
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

＊
最
終
審
査
に
選
出
さ
れ
た
か
た

　

は
、
後
日
玄
米
３
kg
を
審
査
用

　

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
締
め
切
り　

10
月
31
日
（
火
）

▼
主
催　

置
賜
農
業
振
興
協
議
会
、

米
づ
く
り
や
ま
が
た
日
本
一
運
動

置
賜
推
進
部
会

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総
合
支
庁

農
業
技
術
普
及
課
（
☎
０
２
３
８

－

57

－

３
４
１
１
）
西
置
賜
農
業

技
術
普
及
課
（
☎
88

－

５
１
１
１

内
線
４
７
２
）

米
坂
線
全
線
開
通
70
周
年
記
念
事

業�
米
坂
線
�
乗
�
�
�米
坂
線
�

写
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�

　

昭
和
11
年
８
月
に
米
坂
線
が
全

線
開
通
し
、
今
年
で
70
周
年
。
米

沢
駅
と
坂
町
駅
を
結
ぶ
90
・
７
㎞

の
列
車
の
旅
で
、
ベ
ス
ト
シ
ョ
ッ

ト
を
表
現
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
部
門
（
テ
ー
マ
）

１
「
車
窓
か
ら
」
四
季
折
々
の
表

情
を
見
せ
る
米
坂
線
沿
線
の
自
然

や
田
園
風
景
、
街
並
み
な
ど

２
「
米
坂
線
と
ひ
と
」
車
内
で
の

ひ
と
の
様
子
や
表
情
、
米
坂
線
の

列
車
や
駅
で
働
く
ひ
と
な
ど

３
「
米
坂
線
の
車
両
」
米
坂
線
を

走
る
さ
ま
ざ
ま
な
車
両
を
主
人
公

に
し
た
も
の

▼
募
集
規
定

・
３
つ
の
テ
ー
マ
に
限
定
し
、
募

　

集
期
間
内
に
撮
影
し
た
も
の
。

・
作
品
サ
イ
ズ
は
、
四
ツ
切
版
・

　

ワ
イ
ド
四
ツ
切
版
の
カ
ラ
ー
プ

　

リ
ン
ト
、
モ
ノ
ク
ロ
プ
リ
ン
ト

　

に
限
り
ま
す
。

・
未
発
表
作
品
に
限
り
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

８
月
１
日
（
火
）

〜
平
成
19
年
１
月
31
日
（
水
）

▼
発
表　

平
成
19
年
２
月
下
旬

▼
賞　

各
部
門
と
も
、
最
優
秀
賞
、

優
秀
賞
、
入
選
、
佳
作

※
募
集
規
定
の
詳
細
や
応
募
方
法

な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ　

米
坂

線
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
事
務
局

（
☎
０
２
５
４

－

64

－

１
４
７
６
）

看
護
力
再
開
発
講
習
会
参
加
者

募
集

　

最
近
の
看
護
知
識
や
技
術
を
修

得
し
て
、
再
就
業
に
対
す
る
不
安

を
な
く
し
、
職
場
復
帰
を
容
易
に

す
る
た
め
の
講
習
会
で
す
。

▼
講
習
期
間　

10
月
23
日
（
月
）

〜
27
日
（
金
）

▼
会
場　

公
立
置
賜
総
合
病
院

▼
対
象　

保
・
助
・
看
・
准
看
い

ず
れ
か
の
免
許
を
有
し
、
現
在
未

就
業
で
県
内
に
再
就
職
を
希
望
さ

れ
る
か
た

▼
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

▼
費
用　

受
講
料
は
無
料
（
資
料

代
等
と
し
て
２
５
０
０
円
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
県

看
護
協
会
・
山
形
県
ナ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
２
３

－

６
４
６

－

８

８
７
８
）

�
母
�
�
交
流
会
参
加
者
募
集

　

先
生
の
お
話
を
聞
き
各
地
か
ら

参
加
し
た
母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん

た
ち
と
意
見
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

▼
い
つ　

10
月
22
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時
30
分

▼
ど
こ
で　

リ
ナ
ワ
ー
ル
ド
（
上

山
市
）

▼
対
象　

母
子
世
帯
１
２
０
世
帯

▼
費
用　

お
母
さ
ん
、
小
学
生
ま

で
の
お
子
さ
ん　

無
料
（
入
場
・

遊
具
利
用
無
料
）

＊
中
学
生
以
上
は
、
個
人
負
担
と

　

な
り
ま
す
。

▼
申
込
方
法　

県
母
子
連
に
電
話

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間　

９
月
15
日
（
金
）

か
ら
受
付
を
開
始
し
、
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
県

母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
（
県
母
子

連
）
事
務
局
（
☎
０
２
３

－

６
３

３

－

０
９
６
２
）

�
�
�
�
�
聞
�
�
�
大
人
�

社
会
学
�
�
�
�
�
政
策
塾

▼
会
場　

山
形
県
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
山
形
市
）

▼
内
容

○
第
１
回　

９
月
20
日
（
水
）

　

地
方
自
治
の
し
く
み

○
第
２
回　

10
月
４
日
（
水
）

　

山
形
県
総
合
計
画

○
第
３
回　

10
月
18
日
（
水
）

　

地
方
行
政
へ
の
参
画
を
通
し
て

○
第
４
回　

10
月
28
日
（
土
）

・
講
義
と
事
例

・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
①

○
第
５
回　

11
月
４
日
（
土
）

・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
②
③

募　集



　　 広報しらたか　2006.9.12●19

おしらせ

は
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

▼
閲
覧
場
所

○
山
形
農
政
事
務
所

○
農
政
事
務
所
地
域
課

○
統
計
・
情
報
セ
ン
タ
ー

○
県
庁
（
行
政
情
報
セ
ン
タ
ー
）

○
各
総
合
支
庁
（
本
庁
舎
・
分
庁

　

舎
の
１
階
総
合
案
内
窓
口
）

○
各
市
町
村
、
Ｊ
Ａ
の
窓
口

■
加
入
申
請
・
特
例
基
準
等
の
問

い
合
わ
せ
先　

山
形
農
政
事
務
所

農
政
推
進
課
（
☎
０
２
３

－

６
２

２

－

７
２
３
１
）

捕
獲
�
�
飼
�
犬
�
公
示
�犬
�
猫

�
新
�
�
飼
�
主
�
探
�
掲
示
板

�
�
�
�

①
保
健
所
が
飼
い
犬
を
捕
獲
し
た

　

場
合
、
町
役
場
で
は
２
日
間
庁

　

舎
前
の
掲
示
板
に
公
示
し
て
い

　

ま
す
。
公
示
満
了
後
１
日
以
内

　

に
飼
い
主
が
引
き
取
ら
な
い
場

　

合
、
保
健
所
で
は
狂
犬
病
予
防

　

法
に
基
づ
い
て
処
分
す
る
こ
と

　

に
な
り
ま
す
。
飼
い
犬
が
い
な

　

く
な
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
保

　

健
所
ま
た
は
役
場
に
連
絡
し
て

　

く
だ
さ
い
。

②
犬
や
猫
を
飼
え
な
く
な
っ
て
新

　

し
い
飼
い
主
を
探
し
て
い
る
か

　

た
や
新
し
い
飼
い
主
に
な
り
た

　

い
か
た
の
情
報
交
換
の
場
と
し

　

て
、
犬
・
猫
の
飼
い
主
探
し
の

　

掲
示
板
を
置
賜
保
健
所
内
に
設

　

け
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く

　

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
保
健
所
生

活
衛
生
課
乳
肉
衛
生
管
理
担
当

（
☎
０
２
３
８

－

22

－

３
７
５
０
）

町
民
税
務
課　

く
ら
し
・
環
境
推

進
係
（
☎
85

－

６
１
３
１
）

補
装
具
�
制
度
�
変
�
�
�
�

　

障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
に
よ

り
、
10
月
か
ら
補
装
具
の
負
担
等

が
変
わ
り
ま
す
。

（
こ
れ
ま
で
）
世
帯
の
課
税
状
況

に
応
じ
た
負
担

　
　
　
　

←

（
新
制
度
）
原
則
１
割
負
担

た
だ
し
、

①
負
担
軽
減
措
置
と
し
て
負
担
額

　

の
上
限
額
を
設
定
し
ま
す
。

②
障
害
者
本
人
ま
た
は
世
帯
員
の

　

い
ず
れ
か
が
一
定
所
得
以
上
の

　

場
合
に
は
補
装
具
支
給
の
対
象

　

と
な
り
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
福

祉
係
（
☎
86

－

０
１
１
１
）

浅
川
�
�
�
�
公
園
�
�
�
�

�
�
�
�

　

今
年
６
月
よ
り
工
事
を
行
っ
て

い
た
浅
川
ふ
れ
あ
い
公
園
が
完
成

し
、
10
月
１
日
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

敷
地
面
積
５
万
２
４
０
０
㎡
で
、

軟
式
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
が
で
き
る

「
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
」、芝
が
植

栽
さ
れ
、
遊
具
で
遊
ん
だ
り
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が
で
き
る
「
緑

の
交
流
広
場
」、春
の
桜
の
開
花
時

期
に
は
花
見
が
で
き
る
「
桜
ふ
れ

あ
い
広
場
」
の
３
つ
の
広
場
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
駐

車
場
、
ト
イ
レ
、
水
飲
み
場
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

▼
利
用
期
間　

毎
年
４
月
１
日
〜

11
月
30
日
（
今
年
の
み
10
月
１
日

〜
）

▼
利
用
時
間　

早
朝
〜
午
後
５
時

＊
「
緑
の
交
流
広
場
」「
桜
ふ
れ
あ

　

い
広
場
」
は
、
芝
の
育
成
時
期

　

の
た
め
今
年
の
利
用
は
で
き
ま

　

せ
ん
。

＊
占
有
利
用
の
場
合
は
事
前
に
申

　

請
が
必
要
で
す
。

▼
公
園
の
場
所　

米
沢
市
大
字
浅

川
大
南
１
９
０
８
番
地 

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
広
域
行
政

事
務
組
合
千
代
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
２
３
８

－

57

－

４
０

０
４
）

平
成
18
年
10
月
�
日
�
��
産
業

廃
棄
物
税
��
�
�
�
�
�
�
�

▼
納
税
義
務
者　

山
形
県
内
の
最

終
処
分
場
へ
搬
入
す
る
産
業
廃
棄

物
の
排
出
事
業
者
ま
た
は
中
間
処

理
業
者

▼
税
率　

最
終
処
分
場
へ
搬
入
さ

れ
た
産
業
廃
棄
物
の
重
量
１
ト
ン

に
つ
き
１
０
０
０
円（
１
㎏
１
円
）

▼
徴
収
方
法　

最
終
処
分
業
者
へ

最
終
処
分
料
金
と
産
業
廃
棄
物
税

を
併
せ
て
支
払
う
。

＊
最
終
処
分
業
者
は
後
日
預
か
っ

　

た
税
金
を
県
に
申
告
納
入
す
る
。

▼
税
収
の
使
途　

ご
み
の
減
量
や

リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
る
県
の
事
業

の
財
源
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
税
政
課

（
☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
０
６
９
）

山
形
県
循
環
型
社
会
推
進
課

（
☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
３
２
２
）

社
会
労
務
士
無
料
相
談
会

　

年
金
と
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
日　

10
月
１
日
（
日
）
午

前
10
時
〜
午
後
８
時

▼
電
話
相
談

☎
０
１
２
０

－

５
４
８

－

６
６
４

▼
面
談
相
談
会
場　

食
糧
会
館
１

階
会
議
室
（
山
形
市
）

●
面
談
に
よ
る
無
料
相
談
会

▼
会
場　

ア
ク
テ
ィ
ー
米
沢

▼
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
社
会
保

険
労
務
士
会
（
☎
０
２
３

－

６
３

１

－

２
９
５
９
）

○
第
６
回　

11
月
18
日
（
土
）

・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
④

・
提
言
の
発
表

▼
対
象
・
定
員

○
政
策
塾　

20
人
（
全
６
回
）

○
公
開
講
座
（
第
１
回
〜
３
回
）

　

各
50
人

▼
受
講
料

○
政
策
塾　

３
０
０
０
円

○
公
開
講
座　

無
料

▼
締
め
切
り　

９
月
15
日
（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

桜チ
ェ
リ
ア桃

の

会
／
長
瀬
（
☎
０
９
０

－

４
３
１

６

－

０
６
１
３
）

●
「
白
鷹
山
と
鷹
山
公
」
放
送
の
お
知
ら
せ　

�
荒
砥
駅
前
交
流
施
設
�
収
録
�
行
�
�
�
語
�
部
�
会
�
�
�
民
話
�
白
鷹
山
�
鷹
山
公
�
�
�
話
�
�
�
�
�
放
送
�
�
�
�
�

�
�
�
覧
�
�
�
�
�
�
放
送
日
時�

�
月
19
日
�
火
�
午
前
11
時
30
分
��

�
放
送
番
組�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
�
�

19
年
度
産
�
加
入
申
請
受
付
�
始

�
�
�
�

▼
申
請
受
付
時
期

①
秋
ま
き
麦
を
作
付
け
る
農
家

　

↓
平
成
18
年
９
月
１
日
〜
11
月

　
　

30
日

②
秋
ま
き
麦
を
作
付
け
な
い
農
家

　

↓
平
成
19
年
４
月
１
日
〜
６
月

　
　

30
日

　

ま
た
、
加
入
要
件
緩
和
の
特
例

基
準
（
物
理
的
特
例
、
生
産
調
整

特
例
、
所
得
特
例
等
）
に
つ
い
て



●20

No.952
2006-9

-12

広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

●8月1日 ▼8月31日

　 お く や み　　

 住所　　 氏　　　名　 年齢

荒砥甲　衣　袋　千　代　69

山　口　石　井　て　い　90

十　王　佐　　　精四郎　88

鮎　貝　佐　藤　ま　つ　71

荒砥乙　鈴　木　秀　雄　80

浅　立　湯　澤　八一郎　80

高　玉　長谷部　健　一　37

鮎　貝　武　田　昭　三　78

高　岡　小　関　桂　三　80

鮎　貝　小　関　重　雄　86

荒砥甲　萬年山　　房　　93

浅　立　船　山　　みゑ　90

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名

畔　藤 齋藤 浩　二 峻
しゅん

千賀子

荒砥乙 高山 能　之 　　斐
い

寿美子

荒砥乙 青木 友　也 倖
こう

　多
た

由　季

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（須　貝　京　佑　　鮎　貝
横　山　明　美　　長井市

（大　木　　覚　　　荒砥乙
渡　部　陽　子　　福島県

�
稲
穂
�
頭

�
�
�

�
垂
�
�
各
地
�
�
�

煮
会
�
便
�
�
聞
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
秋
�
�
�
�
厳
�

�
長
雨
�
時
期
�
乗
�
越
�
�
実
�

�
迎
�
�
作
物
�
�
�
�
�
年
�
�

一
段
�
輝
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
先
日
�
今
年
上
半
期
�
出
生
数
�

�
年
�
�
�
前
年
�
上
回
�
�
�
�

�
統
計
�
発
表
�
�
�
�
�
�
原
因

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
景

気
�
回
復
�
背
景
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
若
�
人
�
�
�
安
心
�

�
子
�
�
�
産
�
�
育
�
�
�
�
環

境
�
確
保
�
�
�
�
�
�
�
早
�
経

済
�
持
�
直
�
�
社
会
�
明
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�

　

現
在
、
夜
の
９
時
こ
ろ
で
あ
る
。

９
月
に
入
っ
て
夜
間
は
随
分
涼
し
さ

が
増
し
た
。
自
宅
近
く
の
金
刀
比
羅

神
社
か
ら
の
太
鼓
の
音
が
、
先
ほ
ど

ま
で
夜
の
静し

じ

ま寂
に
響
い
て
い
た
。
も

う
じ
き
行
わ
れ
る
祭
り
の
準
備
で
あ

る
。
本
町
で
は
、
春
か
ら
秋
に
か
け

て
各
地
で
祭
り
が
行
わ
れ
、
伝
統
的

な
ふ
る
さ
と
の
形
を
示
し
て
い
る
。

置
賜
地
方
の
市
町
で
は
、
獅
子
舞
の

祭
り
は
本
町
が
最
も
多
い
。
そ
れ
ほ

ど
た
く
さ
ん
の
地
域
に
お
い
て
伝
承

さ
れ
、
そ
れ
を
引
き
継
い
で
き
た
人

び
と
の
努
力
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　

ち
ょ
う
ど
半
月
前
の
８
月
14
日
。

萩
野
地
区
の
鎮
守
・
大
日
堂
の
夏
祭

り
、
獅
子
舞
を
見
る
機
会
を
得
た
。

今
年
で
３
８
１
年
の
伝
統
を
持
つ
も

の
で
あ
る
（
萩
野
史
話
上
）。今
年
、

３
８
１
年
目
に
し
て
新
た
に
獅
子
頭

を
製
作
し
、
そ
の
舞
い
始
め
の
日
で

も
あ
る
。
大
日
堂
の
境
内
で
、
少
し

薄
日
と
な
っ
た
午
後
６
時
半
こ
ろ
か

ら
２
時
間
半
、
当
地
に
お
い
て
脈
々

と
伝
承
さ
れ
て
き
た
舞
と
そ
れ
を
表

す
人
び
と
の
心
意
気
に
感
動
を
与
え

ら
れ
た
時
間
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
ほ
ど
広
く
な
い
境
内
。
門
と

そ
れ
に
続
く
中
央
部
分
を
空
け
て
、

多
く
の
人
だ
か
り
の
輪
が
で
き
る
。

最
初
に
、
祭
り
・
獅
子
舞
を
行
う
人

び
と
を
呼
び
出
す
こ
と
で
始
ま
る
。

呼
ば
れ
た
人
び
と
が
、
気
合
い
を
入

れ
て
登
場
す
る
。
獅
子
舞
が
始
ま
る
。

途
中
に
、
子
獅
子
の
舞
が
入
り
、
最

後
に
本
獅
子
が
奉
納
さ
れ
る
。
本
獅

子
・
子
獅
子
、
い
ず
れ
も
太
鼓
と
笛

の
音
に
乗
っ
て
、
初
め
は
静
か
な
舞

に
始
ま
り
、
中
ほ
ど
に
勇
壮
な
荒
獅

子
と
な
り
、
再
び
静
か
な
舞
を
経
て
、

最
後
に
荘そ

う
ご
ん
ゆ
う
え
ん

厳
幽
遠
な
舞
で
納
め
ら
れ

る
。

　

萩
野
の
子
獅
子
舞
は
、
30
数
年
の

歴
史
を
既
に
持
つ
と
い
う
。
最
初
は
、

萩
野
小
学
校
の
児
童
が
伝
統
あ
る
郷

土
芸
能
を
身
に
つ
け
よ
う
と
、
村
人

の
指
導
を
受
け
て
練
習
を
始
め
た
こ

と
と
あ
る
。
現
在
、
萩
野
地
区
の
小

学
３
年
生
か
ら
中
学
２
年
生
ま
で
の

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
児
童
・
生
徒
が

参
加
し
て
い
る
。
男
子
は
「
舞
」
と

「
太
鼓
」、女
子
は
「
笛
」。祭
礼
に
備

え
て
の
稽け

い

古こ

は
、
鷹
山
小
学
校
体
育

館
を
主
と
し
て
、
７
月
か
ら
毎
週
月

・
水
・
金
曜
日
の
午
後
７
時
か
ら
８

時
半
ま
で
、
地
域
の
指
導
者
の
も
と

で
行
わ
れ
る
。
伝
統
と
し
て
引
き
継

が
れ
て
き
た
獅
子
舞
と
同
じ
形
、
そ

し
て
同
じ
動
き
で
の
稽
古
で
あ
る
。

　

本
町
で
は
萩
野
地
区
と
同
様
、
鮎

貝
八
幡
宮
子
獅
子
舞
、
荒
砥
地
区
子

獅
子
舞
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
が
、
子

ど
も
た
ち
が
獅
子
舞
の
稽
古
や
祭
り

へ
の
参
加
を
通
し
て
得
る
「
成
長
の

価
値
」
は
大
き
い
と
思
う
。
地
域
伝

統
を
実
践
で
き
る
喜
び
と
誇
り
、
地

域
社
会
活
動
へ
の
参
加
、
地
域
へ
の

愛
着
、
協
同
心
の
醸
成
、
困
難
な
こ

と
に
対
す
る
挑
戦
心
。
そ
し
て
こ
れ

ら
は
、
地
域
と
そ
こ
に
住
む
人
び
と

と
学
校
、
子
ど
も
た
ち
と
の
連
帯
感

と
情
熱
が
あ
っ
て
こ
そ
の
結
果
で
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

地
域
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
子
ど

も
は
大
き
く
成
長
し
て
い
く
。
先
日

の
あ
る
新
聞
に
「
文
部
科
学
・
厚
生

労
働
両
省
が
、
来
年
度
か
ら
全
小
学

校
で
放
課
後
も
児
童
を
預
か
り
、
学

校
で
過
ご
す
環
境
を
整
え
る
こ
と
を

決
め
た
。」と
の
記
事
が
発
表
さ
れ
た
。

子
ど
も
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場

 

60

�
地
域
�
子
�
�
�
成
長
�

け

所
づ
く
り
と
少
子
対
策
が
ね
ら
い
で

あ
り
、
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育

む
こ
と
を
基
本
と
し
、
地
域
社
会
が

一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
を
見
守
り
、

交
流
活
動
も
図
る
。

　

少
子
化
の
時
代
、
地
域
資
源
、
地

域
の
人
材
と
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
教
育
・
人
づ
く
り
の
密
接
な
連

携
推
進
は
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
き
て
い
る
。


